






 

  新生児肝炎の病因として現在までに多くの説があり,先天感染が有力な原因

とされ,ウィルスとしてはサイトメガロウイルス(CMV)のほか,ヘルペスウイル

ス,風疹ウイルスがあげられている。また先天性胆道閉鎖症の成立機転にも何ら

かの炎症性変化が関与しているのであろうと考えられ,両疾患は同一病因によ

る可能性も示唆されている。 

  われわれは乳児肝炎例のバイオプシー材料より CMV を分離し,また各種肝疾

患や重症疾患におけるCMVの関与について発表し,先天性胆道閉鎖症とCMVとの

間には関係がなく,新生児肝炎からは CMV が分離されやすいと述べた。 


